
の葉、ウイキョウの茎、エシャロット、オレガノ、カフィアライムの葉、カモ

ミール、カレープラント、カレーリーフ、キャットニップ、キャラウェイの葉、

キャラウェイの茎、クレソン、コリアンダーの葉、コリアンダーの茎、サボリ

ー、サラダバーネット、サンショウの葉、シソの葉、シソの花穂、ジャスミン、

ステビア、セージ、セロリの葉、セロリの茎、センテッドゼラニウム、ソレル、

タイム、タデ、タラゴン、ダンディライオン、チャイブ（あさつきを含む。）、

チャービル、ディルの葉、ディルの茎、ドクダミ、ナスタチウム、ニガヨモギ、

にら、ハイビスカス、バジルの葉、バジルの茎、パセリの葉、パセリの茎、ハ

ッカ、バラの花（ローズをいう。）、ヒソップ、ベルガモット、ボリジ、マーシ

ュ、マスタードの葉、マスタードの茎、マジョラム、ミョウガ、ヤロウ、ヨモ

ギ、ラベンダー、リンデン、ルッコラ、ルバーブ、レモングラス、レモンバー

ム、レモンバーベナ、ローズマリー、ローレル、わさびの葉及びわさびの葉柄

をいうこと。 
その他のハーブとは、ハーブから、クレソン、セロリの葉、セロリの茎、に

ら、パセリの葉及びパセリの茎を除いたものとすること。 
なお、エシャロットには、「エシャロット」「エシャレット」等と称して販売

される早取り栽培のラッキョウは含まないこと。ハッカとはシソ科ハッカ属の

ハーブをいい、スペアミント及びペパーミントを含むこと。マスタードの葉及

び茎には、カラシナが含まれること。また、わさびの葉及び葉柄には、いわゆ

る花わさびが含まれること。 



改正後の一般規則６及び７に定める残留基準値の留意点について 

 

 

１ 今回残留基準を設定するγ－ＢＨＣとは、リンデンをいうこと。なお、別に

基準を設定するＢＨＣとは、α－ＢＨＣ，β－ＢＨＣ、γ－ＢＨＣ及びδ－Ｂ

ＨＣの総和をいい、α－ＢＨＣ，β－ＢＨＣ又はδ－ＢＨＣが検出された場合

には、γ－ＢＨＣの検出の有無に関わらず、ＢＨＣの規格基準を適用すること。 

２ 今回残留基準を設定する２，４－Ｄには、２，４－Ｄ、２，４－Ｄナトリウ

ム塩、２，４－Ｄジメチルアミン塩、２，４－Ｄエチル、２，４－Ｄイソプロピ

ル、２，４－Ｄブトキシエチル及び２，４－Ｄアルカノールアミン塩が含まれる

こと。 

３ 今回残留基準を設定するＤＤＴとは、ｐｐ’－ＤＤＤ、ｐｐ’－ＤＤＥ、ｐ

ｐ’－ＤＤＴ及びｏｐ’－ＤＤＴの総和をいうこと。 

４ 今回残留基準を設定する２，２－ＤＰＡには、２，２－ＤＰＡ及びダラポン

ナトリウム塩が含まれること。 

５ 今回残留基準を設定するＭＣＰＡには、ＭＣＰＡ、ＭＣＰＡエチルエステル

体、ＭＣＰＡナトリウム塩及びＭＣＰＡチオエチルエステル体（フェノチオール）

が含まれること。 

６ 今回残留基準を設定するＴＣＭＴＢとは、２－(チアシアノメチルチオ)ベン

ゾチアゾールをいうこと。 

７ 今回残留基準を設定するアシベンゾラル－Ｓ－メチルとは、アシベンゾラル

－Ｓ－メチル及びアシベンゾラル酸（ベンゾ〔１，２，３〕チアジアゾール－

７－カルボン酸）をアシベンゾラル－Ｓ－メチル含量に換算したものの和をい

うこと。 

８ 今回残留基準を設定するアセキノシルとは、アセキノシル及びアセキノシル

ヒドロキシ体（３－ドデシル－２－ヒドロキシ－１，４－ナフトキノン）をア

セキノシル含量に換算したものの和をいうこと。 

９ 今回残留基準を設定するアバメクチンとは、農産物においてはアベルメクチ

ンＢ１ａ、アベルメクチンＢ１ｂ、８，９－Ｚ－アベルメクチンＢ１ａ及び８，９－

Ｚ－アベルメクチンＢ１ｂの総和をいい、畜水産物においてはアベルメクチンＢ１

ａ及び８，９－Ｚ－アベルメクチンＢ１ｂの和をいうこと。 

10 今回残留基準を設定するアミトラズとは、アミトラズ及びＮ－２，４－ジメ

チルフェニル－Ｎ’－メチルホルムアミジンをアミトラズ含量に換算したもの

の和をいうこと。 

11 今回残留基準を設定するアルドリン及びディルドリンとは、アルドリン及び

ディルドリンの和をいうこと。 

12 今回残留基準を設定するアレスリンとは、ビオアレスリンを含むこと。 

（別添 2）



13 今回残留基準を設定するイオドスルフロンメチルとは、イオドスルフロンメ

チル及びイオドスルフロンメチルナトリウム塩をイオドスルフロンメチル含量

に換算したものが含まれること。 

14 今回残留基準を設定するイソフェンホスとは、イソフェンホス及びイソフェ

ンホスオキソンをイソフェンホス含量に換算したものの和をいうこと。 

15 今回残留基準を設定するイプロジオンとは、イプロジオン及びＮ－(３，５－

ジクロロフェニル)－３－イソプロピル－２，４－ジオキソイミダゾリジン－１

－カルボキサミドの和をいうこと。 

16 今回残留基準を設定するイベルメクチンは、イベルメクチンの主成分である

２２，２３－ジヒドロアベルメクチンＢ１ａをいうこと。 

17 今回残留基準を設定するイマザモックスアンモニウム塩には、イマザモック

ス及びイマザモックスアンモニウム塩が含まれること。 

18 今回残留基準を設定するイミノクタジンには、イミノクタジン、イミノクタ

ジン三酢酸塩及びイミノクタジンアルベシル酸塩が含まれること。 

19 今回残留基準を設定するイミベンコナゾールとは、イミベンコナゾール、イ

ミベンコナゾール脱ベンジル体〔２，４－ジクロロ－２－(１，２，４－トリア

ゾール－１－イル)アセトアニリド〕をイミベンコナゾール含量に換算したもの

及び２，４－ジクロロアニリンをイミベンコナゾール含量に換算したものの総

和をいうこと。 

20 今回残留基準を設定するウニコナゾールＰには、ウニコナゾールＰ及びウニ

コナゾールが含まれること。 

21 今回残留基準を設定するエチクロゼートとは、エチクロゼート及び５－クロ

ロ－３(１Ｈ)－インダゾール酢酸をエチクロゼート含量に換算したものの和を

いうこと。 

22 今回残留基準を設定するエプリノメクチンは、エプリノメクチンの主成分で

あるエプリノメクチンＢ１ａをいうこと。 

23 今回残留基準を設定するエマメクチン安息香酸塩とは、農産物においてはエ

マメクチン安息香酸塩（Ｂ１ａ及びＢ１ｂ）、エマメクチン（Ｂ１ａ及びＢ１ｂ）をエ

マメクチン安息香酸塩含量に換算したもの、エマメクチンアミノ体（Ｂ１ａ及び

Ｂ１ｂ）をエマメクチン安息香酸塩含量に換算したもの、エマメクチンホルミル

アミノ体（Ｂ１ａ及びＢ１ｂ）をエマメクチン安息香酸塩含量に換算したもの、エ

マメクチンＮ－メチルホルミルアミノ体（Ｂ１ａ及びＢ１ｂ）をエマメクチン安息

香酸塩含量に換算したもの及び８，９－Ｚ－エマメクチンＢ１ａをエマメクチン

安息香酸塩含量に換算したものの総和をいい、畜水産物においてはエマメクチ

ンＢ１ａをエマメクチン安息香酸塩含量に換算したもの及び８，９－Ｚ－エマメ

クチンＢ１ａをエマメクチン安息香酸塩含量に換算したものの和をいうこと。 

24 今回残留基準を設定するエンドスルファンとは、α-エンドスルファン及びβ



-エンドスルファンの和をいうこと。 

25 今回残留基準を設定するオキシテトラサイクリン、クロルテトラサイクリン

及びテトラサイクリンとは、オキシテトラサイクリン、クロルテトラサイクリ

ン及びテトラサイクリンの総和をいうこと。また、オキシテトラサイクリンに

係る残留基準が定められている食品以外の食品のうち、オキシテトラサイクリ

ン、クロルテトラサイクリン及びテトラサイクリンに係る残留基準が定められ

ている食品については、その基準が適用されるものであること。 

26 今回残留基準を設定するオクスフェンダゾール、フェバンテル及びフェンベ

ンダゾールとは、オクスフェンダゾールスルホン、オクスフェンダゾールをオ

クスフェンダゾールスルホン含量に換算したもの、フェバンテルをオクスフェ

ンダゾールスルホン含量に換算したもの及びフェンベンダゾールをオクスフェ

ンダゾールスルホン含量に換算したものの総和をいうこと。 

27 今回残留基準を設定するカルタップ、チオシクラム及びベンスルタップとは、

カルタップ、ベンスルタップをカルタップ含量に換算したもの及びチオシクラ

ムをカルタップ含量に換算したものの総和をいうこと。 

28 今回残留基準を設定するカルベンダジム、ベノミル、チオファネート及びチ

オファネートメチルとは、カルベンダジム、ベノミルをカルベンダジム含量に

換算したもの、チオファネートをカルベンダジム含量に換算したもの及びチオ

ファネートメチルをカルベンダジム含量に換算したものの総和をいうこと。 

29 今回残留基準を設定するカルボスルファンとは、カルボスルファン、カルボ

スルファンの代謝物であるカルボフランをカルボスルファン含量に換算したも

の及びカルボフランの代謝物である３－ＯＨカルボフランをカルボスルファン

含量に換算したものの総和をいうこと。ただし、カルボスルファンが検出され

た場合に限り、カルボスルファンに係る規格基準を適用すること。 

30 今回残留基準を設定するカルボフランとは、カルボフラン及びカルボフラン

の代謝物である３－ＯＨカルボフランをカルボフラン含量に換算したものの和

をいうこと。ただし、カルボフラン又は３－ＯＨカルボフランが検出され、加

えてカルボスルファン、フラチオカルブ又はベンフラカルブが検出された場合

には、それぞれの物質につき定められた規格基準を適用することとし、カルボ

フランに係る規格基準によらないこと。 

31 今回残留基準を設定するキザロホップエチルには、キザロホップ、キザロホ

ップエチル、キザロホップＰ、キザロホップＰエチル及びキザロホップＰテフ

リルが含まれること。 

32 今回残留基準を設定するグリホサートには、グリホサート、グリホサートア

ンモニウム塩、グリホサートイソプロピルアミン塩、グリホサートトリメシウ

ム塩及びグリホサートナトリウム塩が含まれること。 

33 今回残留基準を設定するグルホシネートとは、穀類、豆類、種実類及びてん



さいにおいては、グルホシネート、Ｎ－アセチルグルホシネートをグルホシネ

ート含量に換算したもの及び３－メチルホスフィニコ－プロピオン酸をグルホ

シネート含量に換算したものの総和をいうこと。また、その他の食品において

は、グルホシネート及び３－メチルホスフィニコ－プロピオン酸をグルホシネ

ート含量に換算したものの和をいうこと。なお、グルホシネートには、グルホ

シネートアンモニウム塩が含まれること。 

34 今回残留基準を設定するクレトジムとは、クレトジム、クレトジムスルホキ

シドをクレトジム含量に換算したもの及びクレトジムスルホンをクレトジム含

量に換算したものの総和をいうこと。 

35 今回残留基準を設定するクロチアニジンとは、チアメトキサムの代謝物であ

り、チアメトキサムの使用に基づくクロチアニジンの残留を含むこと。 

36 今回残留基準を設定するクロルデンとは、cis-クロルデン及び trans-クロル

デンの和をいうこと。 

37 今回残留基準を設定するクロルフェンビンホスとは、クロルフェンビンホス

（Ｅ体）及びクロルフェンビンホス（Ｚ体）の和をいうこと。 

38 今回残留基準を設定する酢酸トレンボロンとは、肝臓においてはα―トレン

ボロン、筋肉においてはβ－トレンボロンをいうこと。その他の食用部分にお

いてはα－トレンボロン及びβ－トレンボロンの和をいうこと。 

39 今回残留基準を設定するジアフェンチウロンとは、ジアフェンチウロン，ジ

アフェンチウロン尿素体〔１－ｔｅｒｔ－ブチル－３－(２，６－ジイソプロピ

ル－４－フェノキシフェニル)尿素〕をジアフェンチウロン含量に換算したもの

及びジアフェンチウロンメタンイミドアミド体〔１－ｔｅｒｔ－ブチル－３－

(２，６－ジイソプロピル－４－フェノキシフェニル)メタンイミドアミド〕を

ジアフェンチウロン含量に換算したものの総和をいうこと。 

40 今回残留基準を設定するジカンバには、ジカンバ、ジカンバイソプロピルア

ミン塩、ジカンバジメチルアミン塩、ジカンバカリウム塩及びジカンバナトリ

ウム塩が含まれること。 

41 今回残留基準を設定するジクロシメットには、(Ｒ)－２－シアノ－Ｎ－[（Ｒ）

－１－(２，４－ジクロロフェニル)エチル]－３，３－ジメチルブチラミド及び

(Ｓ)－２－シアノ－Ｎ－[(Ｒ)－１－(２，４－ジクロロフェニル)エチル]－３，

３－ジメチルブチラミドが含まれること。 

42 今回残留基準を設定するジクロルボス及ナレドとは、ジクロルボス及びナレ

ドをジクロルボス含量に換算したものの和をいうこと。 

43 今回残留基準を設定するジスルホトンとは、ジスルホトン及びジスルホトン

スルホン体をジスルホトン含量に換算したものの和をいうこと。 

44 今回残留基準を設定するジチオカルバメートとは、ジネブを二硫化炭素含量

に換算したもの、ジラムを二硫化炭素含量に換算したもの、チラムを二硫化炭



素含量に換算したもの、ニッケルビス（ジチオカーバメート）を二硫化炭素含

量に換算したもの、フェルバムを二硫化炭素含量に換算したもの、プロピネブ

を二硫化炭素含量に換算したもの、ポリカーバメートを二硫化炭素含量に換算

したもの、マンコゼブを二硫化炭素含量に換算したもの、マンネブを二硫化炭

素含量に換算したもの及びメチラムを二硫化炭素含量に換算したものの総和を

いうこと。 

45 今回残留基準を設定するジノカップには、ジノカップ分解物（２，４－ジニ

トロ－６－オクチルフェノール及び２，６－ジニトロ－４－オクチルフェノー

ル）が含まれること。 

46 今回残留基準を設定するシハロトリンには、ラムダ－シハロトリンが含まれ

ること 8 

47 今回残留基準を設定するジヒドロストレプトマイシン及びストレプトマイシ

ンとは、ジヒドロストレプトマイシン及びストレプトマイシンの和をいうこと。 

48 今回残留基準を設定するジフェンゾコートとは、ジフェンゾコート及びジフ

ェンゾコートメチル硫酸をジフェンゾコート含量に換算したものの和をいうこ

と。 

49 今回残留基準を設定するシフルトリンとは、各異性体の和をいうこと。 

50 今回残留基準を設定するシプロコナゾールとは、各異性体の和をいうこと。 

51 今回残留基準を設定するシペルメトリンとは、各異性体の和をいうこと。ま

た、シペルメトリンにはゼータ－シペルメトリンが含まれること。 

52 今回残留基準を設定するジメチルビンホスとは、ジメチルビンホス（Ｅ体）

及びジメチルビンホス（Ｚ体）の和をいうこと。 

53 今回残留基準を設定するジメテナミドには、ジメテナミド及びジメテナミド

－Ｐが含まれること。 

54 今回残留基準を設定するジメトモルフとは、ジメトモルフ（Ｅ体）及びジメ

トモルフ（Ｚ体）の和をいうこと。 

55 今回残留基準を設定する臭素とは、無機臭素をいうこと。 

56 今回残留基準を設定するスピノサドとは、スピノシンＡ及びスピノシンＤの

和をいうこと。 

57 今回残留基準を設定するスピラマイシンとは、豚においてはスピラマイシン

Ⅰと同等の抗菌活性を示すスピラマイシンをスピラマイシンⅠ含量に換算した

もの及びその代謝物をスピラマイシンⅠ含量に換算したものの和をいい、その

他の食品においてはスピラマイシンⅠ及びネオスピラマイシンⅠの和をいうこ

と。 

58 今回残留基準を設定するセトキシジムとは、セトキシジム、ＭＳＯをセトキ

シジム含量に換算したもの、ＭＳＯ２をセトキシジム含量に換算したもの、Ｍ２

Ｓをセトキシジム含量に換算したもの、Ｍ２ＳＯをセトキシジム含量に換算し



たもの、Ｍ２ＳＯ２をセトキシジム含量に換算したもの及び５－ＯＨ－ＭＳＯ２

をセトキシジム含量に換算したものの総和をいうこと。 

59 今回残留基準を設定するセフチオフルとは、セフチオフルの代謝物であるデ

スフロイルセフチオフルとして測定されるものをいうこと。 

60 今回残留基準を設定するダゾメット、メタム及びメチルイソチオシアネート

とは、メチルイソチオシアネート、ダゾメットをメチルイソチオシアネート含

量に換算したもの及びメタムをメチルイソチオシアネート含量に換算したもの

の総和をいうこと。なお、メタムにはメタムアンモニウム塩、メタムカリウム

塩及びメタムナトリウム塩が含まれること。 

61 今回残留基準を設定するチアベンダゾールとは、畜水産物においては、チア

ベンダゾール及び５－ヒドロキシチアベンダゾールの和をいうこと。その他の

食品については、チアベンダゾールのみをいうこと。 

62 今回残留基準を設定するチオジカルブ及びメソミルとは、チオジカルブをメ

ソミル含量に換算したもの及びメソミルの和をいうこと。なお、メソミルには

メソミルオキシムが含まれること。 

63 今回残留基準を設定するテクロフタラムには、テクロフタラム及びテクロフ

タラムイミドが含まれること。 

64 今回残留基準を設定するテプラロキシジムとは、テプラロキシジム、ＤＭＰ

をテプラロキシジム含量に換算したもの及びＯＨ－ＤＭＰをテプラロキシジム

含量に換算したものの総和をいうこと。なお、テプラロキシジムには、５－Ｏ

Ｈ－ＤＰが含まれること。 

65 今回残留基準を設定するデルタメトリン及びトラロメトリンとは、デルタメ

トリン及びトラロメトリンの和をいうこと。 

66 今回残留基準を設定するテレフタル酸銅には、テレフタル酸銅及びテレフタ

ル酸が含まれること。 

67 今回残留基準を設定するトリアジメノールとは、トリアジメホンの使用に基

づくトリアジメノールの残留を含むこと。 

68 今回残留基準を設定するトリクラベンダゾールとは、トリクラベンダゾール

及びその代謝物の誘導体である５－クロロ－６－(２，３－ジクロロフェノキ

シ)－ベンズイミダゾール－２－オンとして測定されるものをいうこと。 

69 今回残留基準を設定するトリネキサパックエチルとは、トリネキサパックエ

チル及びトリネキサパックをトリネキサパックエチル含量に換算したものの和

をいうこと。 

70 今回残留基準を設定するトリフルミゾールとは、トリフルミゾール及びトリ

フルミゾール代謝物である４－クロロ－α，α，α，－トリフルオロ－Ｎ－(１

－アミノ－２－プロポキシエチリデン)－ｏ－トルイジンをトリフルミゾール

含量に換算したものの和をいうこと。 



71 今回残留基準を設定するナイカルバジンとは、ナイカルバジンの主成分であ

るＮ，Ｎ’－ビス－(４－ニトロフェニル)ウレアをいうこと。 

72 今回残留基準を設定するニテンピラムとは、ニテンピラム及びＣＰＦをニテ

ンピラム含量に換算したものの和をいうこと。なお、ニテンピラムには、ＣＰ

ＭＡ及びＣＰＭＦが含まれること。 

73 今回残留基準を設定するバミドチオンとは、バミドチオン、バミドチオンス

ルホキシドをバミドチオン含量に換算したもの及びバミドチオンスルホンをバ

ミドチオン含量に換算したものの総和をいうこと。 

74 今回残留基準を設定するビフェナゼートとは、農産物及び脂肪にあっては、

ビフェナゼート及びイソプロピル＝２－(４－メトキシビフェニル－３－)ジア

ゼニルホルマートをビフェナゼート含量に換算したものの和をいい、その他の

食品にあっては、ビフェナゼート、イソプロピル＝２－(４－メトキシビフェニ

ル－３－)ジアゼニルホルマートをビフェナゼート含量に換算したもの、４－ヒ

ドロキシビフェニルをビフェナゼート含量に換算したもの及び４－スルファト

ビフェニルをビフェナゼート含量に換算したものの総和をいうこと。 

75 今回残留基準を設定するピリデートとは、ピリデート及びピリデートヒドロ

キシ体をピリデート含量に換算したものの和をいうこと。なお、ピリデートに

は、ピリデートヒドロキシ体抱合体が含まれること。 

76 今回残留基準を設定するピリフェノックスとは、ピリフェノックス（Ｅ体）

及びピリフェノックス（Ｚ体）の和をいうこと。 

77 今回残留基準を設定するピリミノバックメチルとは、ピリミノバックメチル

（Ｅ体）及びピリミノバックメチル（Ｚ体）の和をいうこと。 

78 今回残留基準を設定するピルリマイシンとは、肝臓については、ピルリマイ

シン及びピルリマイシンスルホキシドをピルリマイシン含量に換算したものの

和をいい、その他については、ピルリマイシンをいうこと。 

79 今回残留基準を設定するピレトリンとは、ピレトリンⅠ及びピレトリンⅡの

和をいうこと。 

80 今回残留基準を設定するフェノキサプロップエチルとは、フェノキサプロッ

プエチル、フェノキサプロップＰエチルをフェノキサプロップエチル含量に換

算したもの、フェノキサプロップをフェノキサプロップエチル含量に換算した

もの、フェノキサプロップＰをフェノキサプロップエチル含量に換算したもの

及びＣＤＨＢをフェノキサプロップエチル含量に換算したものの総和をいうこ

と。 

81 今回残留基準を設定するフェノトリンとは、各異性体の和をいうこと。 

82 今回残留基準を設定するフェリムゾンとは、フェリムゾン（Ｅ体）及びフェ

リムゾン（Ｚ体）の和をいうこと。 

83 今回残留基準を設定するフェンアミドンとは、畜水産物にあっては、フェン



アミドン及び５－メチル－５－フェニルイミダゾリジン－２，４－ジオンをフ

ェンアミドン含量に換算したものの和をいい、その他の食品にあってはフェン

アミドンのみをいうこと。 

84 今回残留基準を設定するフェンチンとは、水酸化トリフェニルスズをフェン

チン含量に換算したもの、酢酸トリフェニルスズをフェンチン含量に換算した

もの及び塩化トリフェニルスズをフェンチン含量に換算したものが含まれるこ

と。 

85 今回残留基準を設定するフェントラザミドには、フェントラザミド及びＣＰ

Ｔが含まれること。 

86 今回残留基準を設定するフェンバレレートとは各異性体の和をいうこと。ま

た、フェンバレレートには、エスフェンバレレートが含まれること。 

87 今回残留基準を設定するフェンピロキシメートとは、フェンピロキシメート

（Ｅ体）及びフェンピロキシメート（Ｚ体）の和をいうこと。 

88 今回残留基準を設定するフラチオカルブとは、フラチオカルブ、フラチオカ

ルブの代謝物であるカルボフランをフラチオカルブ含量に換算したもの及びカ

ルボフランの代謝物である３－ＯＨカルボフランをフラチオカルブ含量に換算

したものの総和をいうこと。ただし、フラチオカルブが検出された場合に限り、

フラチオカルブに係る規格基準を適用すること。 

89 今回残留基準を設定するフラメトピルとは、フラメトピル及びフラメトピル

ヒドロキシ体をフラメトピル含量に換算したものの和をいうこと。 

90 今回残留基準を設定するフルアジホップとは、フルアジホップをフルアジホ

ップブチル含量に換算したもの、フルアジホップＰをフルアジホップブチル含

量に換算したもの、フルアジホップブチル及びフルアジホップＰブチルをフル

アジホップブチル含量に換算したものの総和をいうこと。 

91 今回残留基準を設定するフルシトリネートとは、各異性体の和をいうこと。 

92 今回残留基準を設定するフルバリネートとは、各異性体の和をいうこと。 

93 今回残留基準を設定するフルメトリンとは、各異性体の和をいうこと。 

94 今回残留基準を設定するプロクロラズとは、プロクロラズ、Ｎ－ホルミル－

Ｎ－１－プロピル－Ｎ－[２－(２，４，６－トリクロロフェノキシ)エチル]尿

素をプロクロラズ含量に換算したもの、Ｎ－プロピル－Ｎ－[２－(２，４，６

－トリクロロフェノキシ)エチル]尿素をプロクロラズ含量に換算したもの及び

２，４，６－トリクロロフェノールをプロクロラズ含量に換算したものの総和

をいうこと。 

95 今回残留基準を設定するプロパモカルブには、プロパモカルブ及びプロパモ

カルブ塩酸塩が含まれること。 

96 今回残留基準を設定するプロヒドロジャスモンとは、ｔｒａｎｓ体及びｅｐ

ｉ体の和をいうこと。 



97 今回残留基準を設定する５－プロピルスルホニル－１Ｈ－ベンズイミダゾー

ル－２－アミンとは、アルベンダゾールの代謝物であること。 

98 今回残留基準を設定するプロヘキサジオンカルシウム塩は、プロヘキサジオ

ンをプロヘキサジオンカルシウム塩含量に換算したものをいうこと。 

99 今回残留基準を設定するヘプタクロルとは、ヘプタクロル及びヘプタクロル

エポキシドが含まれること。 

100 今回残留基準を設定するペルメトリンとは、各異性体の和をいうこと。 

101 今回残留基準を設定するベンジルペニシリンとは、ペネタメートの使用に基

づくペネタメートの代謝物としてのベンジルペニシリンの残留を含むこと。 

102 今回残留基準を設定するベンタゾンには、ベンタゾン及びベンタゾンナトリ

ウム塩が含まれること。 

103 今回残留基準を設定するベンフラカルブとは、ベンフラカルブ、ベンフラカ

ルブの代謝物であるカルボフランをベンフラカルブ含量に換算したもの及びカ

ルボフランの代謝物である３－ＯＨカルボフランをベンフラカルブ含量に換算

したものの総和をいうこと。ただし、ベンフラカルブが検出された場合に限り、

ベンフラカルブに係る規格基準を適用すること。 

104 今回残留基準を設定するホセチルとは、ホセチル及び亜リン酸をホセチル含

量に換算したものの和をいうこと。なお、亜リン酸は肥料としても広く使用さ

れていることから、食品衛生法第１１条違反の判断の際には、農薬の使用履歴

の他、肥料の使用履歴について十分に確認すること。 

105 今回残留基準を設定するマレイン酸ヒドラジドには、「マレイン酸ヒドラジ

ド試験法」に規定する試験法１においては、マレイン酸ヒドラジド、マレイン

酸ヒドラジドグリコシド及びヒドラジンが含まれ、試験法２においては、マレ

イン酸ヒドラジド及びマレイン酸ヒドラジドグリコシドが含まれること。 

106 今回残留基準を設定するメコプロップには、メコプロップ及びメコプロップ

－Ｐが含まれること。 

107 今回残留基準を設定するメタミドホスとは、アセフェート由来のメタミドホ

スを含むこと。 

108 今回残留基準を設定するメタラキシル及びメフェノキサムとは、メタラキシ

ル及びメフェノキサムの和をいうこと。 

109 今回残留基準を設定するメチオカルブとは、メチオカルブ、メチオカルブス

ルホキシドをメチオカルブ含量に換算したもの及びメチオカルブスルホンをメ

チオカルブ含量に換算したものの総和をいうこと。 

110 今回残留基準を設定するメトミノストロビンとはメトミノストロビン（Ｅ

体）及びメトミノストロビン（Ｚ体）の和をいうこと。 

111 今回残留基準を設定するメトラクロールには、メトラクロール及びＳ－メト

ラクロールが含まれること。 



112 今回残留基準を設定するメトリブジンとは、メトリブジン、メトリブジン脱

アミノ体をメトリブジン含量に換算したもの、メトリブジンメチルチオ基脱離

酸化体をメトリブジン含量に換算したもの及びメトリブジンメチルチオ基脱離

酸化物脱アミノ体をメトリブジン含量に換算したものの総和をいうこと。 

113 今回残留基準を設定するメパニピリムとは、メパニピリム及びメパニピリム

プロパノール体をメパニピリム含量に換算したものの和をいうこと。 

114 今回残留基準を設定するリン化水素とは、リン化水素、リン化アルミニウム

をリン化水素含量に換算したもの、リン化マグネシウムをリン化水素含量に換

算したもの及びリン化亜鉛をリン化水素含量に換算したものの総和をいうこと。 

 

  



改正後の一般規則５，６及び７に規定する各試験法の検出限界 

 

 

農 薬 等 名 検出限界(ppm） 備 考 

２，４，５－Ｔ 0.05 
ミネラルウォーターにあっ

ては 0.001ppm 

アゾシクロチン及びシヘキサチン 0.02 
ミネラルウォーターにあっ

ては 0.001ppm 

アミトロール 0.025 
茶にあっては 0.1 ppm 

ミネラルウォーターにあっ

ては 0.002ppm 

アルドリン 0.005 抹茶にあっては 0.02 ppm 

エンドリン 0.005 抹茶にあっては 0.02 ppm 

ディルドリン 0.005 抹茶にあっては 0.02 ppm 

カプタホール 0.01 
ミネラルウォーターにあっ

ては 0.001ppm 

カルバドックス ※１ 0.001  

クマホス 0.01 
ミネラルウォーターにあっ

ては 0.001ppm 

クレンブテロール 0.00005  

クロラムフェニコール 0.0005 
はちみつ及びローヤルゼリ

ーにあっては 0.01ppm 

クロルプロマジン 0.0001  

ジエチルスチルベストロール 0.0005  

ジメトリダゾール 0.0002  

メトロニダゾール 0.0001  

ロニダゾール 0.0002  

ダミノジッド 0.1 
ミネラルウォーターにあっ

ては 0.002ppm 

デキサメタゾン 0.00005  

トリアゾホス 0.05 そら豆にあっては 0.02 ppm 

パラチオン 0.01  

α－トレンボロン 0.002  

β－トレンボロン 0.002  

二臭化エチレン 0.001  

（別添３）



ニトロフラン類 ※２ 0.001  

プロファム 0.01 
ミネラルウォーターにあっ

ては 0.001ppm 

※１ カルバドックスは、カルバドックスの代謝物であるキノキサリン－２－カルボン酸を分析対象とする。 

※２ ニトロフラン類とは、ニトロフラゾン、ニトロフラントイン、フラゾリドン及びフラルタドンをいい、

これらの代謝物である３－アミノ－２－オキサゾリドン、１－アミノヒダントイン、３－アミノ－５－

モルフォリノメチル－２－オキサゾリドン及びセミカルバジドを分析対象とする。 

 


